
神奈川県立岩戸支援学校における学校運営協議会開催結果 

 

 本校の学校運営協議会を下記のとおり開催した。 

審 議 会 等 名 称 神奈川県立岩戸支援学校における第１回学校運営協議会 

開 催 日 時 令和５年６月 20日（火）9時 30分～11時 00分 

開 催 場 所 神奈川県立岩戸支援学校 会議室 

出 席 者 
神奈川県立岩戸支援学校 学校運営協議会委員９名※本校学校長含む 

神奈川県立岩戸支援学校 教職員７名 

次回開催予定日 令和５年 10月 17日（火） 

問 い 合 わ せ 先 
神奈川県立岩戸支援学校 副校長 鈴木 香子   

Fax．46-849-3200 電話 046-839-4502 

下 欄 に 掲 載 

す る も の 
議事録 

公開を概要と

した理由 
 

審議・会議経過 

１ 学校長挨拶  

・令和５年度岩戸支援学校 学校運営方針について説明。 

・「『見える化、できる化、わかる化』の継続・継承」をキーワードに「持

続可能な学校づくり」をすすめる。 

２ 委員自己紹介 

３ 協議 

① 学校運営協議会、切れ目ない支援部会について 

 ・学校運営協議会の実施体制図、令和４年度学校評価（実施結果）及び令

和５年度学校評価（目標設定）について説明 

 ・昨年度は切れ目ない支援部会において食育について協議。今年度は持続・

継続可能な地域連携をテーマに実施。 

② 校務グループ、各部門における重点的な取組について 

４ 質疑応答・意見交換 

 ・三浦初声高等学校と岩戸支援学校の交流について、生徒目線で交流につ

いて考えていくことは大切。目に見えるような形で連携していきたい。 

 ・市立養護学校の卒業生は、ほぼ岩戸支援学校に進学するため、学校間交

流をすすめられると良い。 

 ・岩戸では雨天時の避難訓練を実施しているとのことで、その必要性を感

じた。 

 ・全体を通して「見える化、わかる化、できる化」を入れるというコンセ

プトが良い。コロナ前に戻すのではなく、いろいろな面で整理をすすめ

て欲しい。 

 ・防犯教育、ＳＮＳトラブルへの対応の必要性について情報共有。 

 ・岩戸支援学校と特別支援教育研究所と連携し、知的障害教育にかかるプ

ログラミング教育について取り組む予定。 

 

５ 令和４年度不祥事ゼロプログラムについて 

  ・今年度の取組の説明  


